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1 3 0 0年前、1 3 0 0年前、

時を知らせた漏刻時を知らせた漏刻

植
物
が
い
き
い
き
と
枝
葉
を
広
げ
て
い
く

こ
の
季
節
。
町
や
観
光
地
に
も
人
出
が

戻
り
、
外
国
人
旅
行
者
の
姿
も
見
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
旅
行
者
が
驚
く
こ
と
と
し
て

よ
く
言
わ
れ
る
の
が
、
日
本
の
電
車
が
時
刻
表
ど
お

り
に
分
刻
み
で
運
行
す
る
こ
と
。
日
本
人
と
し
て

ち
ょ
っ
と
誇
ら
し
く
な
り
ま
す
。

6
月
10
日
は
時
の
記
念
日
で
す
。
671
年
の
こ
の
日
、

天
智
天
皇
が
大
津
の
都
に
漏ろ
う
こ
く刻
（
水
時
計
）
を
設
置

し
、
鐘
や
太
鼓
を
打
っ
て
時
報
を
開
始
し
た
こ
と
に

ち
な
ん
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
最
初
の
漏
刻

は
さ
ら
に
そ
の
11
年
前
、
660
年
、
天
智
天
皇
が
皇
太

子
（
中な
か
の
お
お
え
の
お
う
じ

大
兄
皇
子
）
の
と
き
に
飛
鳥
の
地
に
作
ら
れ

ま
し
た
。
漏
刻
は
、
水
槽
に
水
が
注
入
さ
れ
、
流

れ
出
る
こ
と
で
水
面
に
浮
か
べ
た
矢
羽
や
人
形
が
浮

き
上
が
り
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
目
盛
り
に
よ
り
時
を

知
る
と
い
う
も
の
。
中
国
で
発

明
さ
れ
、
日
本
に
伝
わ
り
ま
し

た
。
奈
良
県
明
日
香
村
の
発
掘

調
査
で
は
、
自
然
石
を
積
み
上

げ
た
正
方
形
の
基き
だ
ん壇
な
ど
が
見

つ
か
っ
た
ほ
か
、
中
国
の
漏
刻

の
受
水
槽
と
同
様
に
、
木
箱
の

痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

天
智
天
皇
を
祀
る
近
江
神
宮

（
滋
賀
県
大
津
市
）
の
境
内
で

は
、
復
元
さ
れ
た
漏
刻
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
６
月
10
日
に
は
「
漏
刻
祭
」
が

開
催
さ
れ
る
の
で
、
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

時
間
に
管
理
さ
れ
た
現
代
社
会
は
、
効
率
的
で
あ

る
一
方
、
時
間
に
追
わ
れ
て
慌
た
だ
し
く
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
時
間
と
の
関
係
を
見
直
し
て
み

る
の
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

6
月
1010
日
は
時
の
記
念
日
。

日
は
時
の
記
念
日
。

時
間
と
の
関
係
を

時
間
と
の
関
係
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

近近近江近江近近近近江近近近近近 神宮神神宮神宮宮  復復元復元されれされされれれされれれた漏た漏た漏た漏漏た漏漏た漏た漏漏刻

　

こ
ん
に
ち
は
。
さ
い
と
う
石
材
で
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
さ
い
と
う
石
材
で
す
。
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石
の
神
様  

訪
問
記

⑧

玉
取
伝
説

  （
静
岡
県
藤
枝
市
）

6・7
   月号石だより

今
月
の
予
定

今
月
の
予
定

スタッフのスタッフの 「写真に一言」「写真に一言」

　

静
岡
県
藤
枝
市
岡
部
町
の
朝
比
奈
地
区
は
、
京
都
の
宇
治
、
福
岡
の
八
女

に
並
ぶ
玉
露
の
日
本
三
大
産
地
。
こ
こ
に「
玉
取
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
が
あ

り
ま
す
。
公
共
施
設
の
敷
地
に
は
直
径
１
メ
ー
ト
ル
程
の
丸
石
が
鎮
座
。
隣

接
す
る
広
場
に
も
直
径
20
セ
ン
チ
ほ
ど
の
丸
石
が
所
々
に
置
か
れ
、
な
ん
だ

か
謎
め
い
て
い
ま
す
。

　

藤
枝
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、
石
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
要
約
す
る
と
…
…
。

　

昔
、日
本
武
尊(

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
）が
東
国
の
賊
を
征
伐
に
出
か
け
た
際
、

水
石
と
火
石
の
二
つ
の
石
を
持
っ
て
こ
の
地
を
訪
れ
、
焼
津
神
社
を
建
て
て

ご
神
体
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
津
波
に
襲
わ
れ
て
ご
神
体
の
玉
が
消
失

し
て
し
ま
い
ま
す
。
玉
は
こ
の
地
に
流
れ
つ
き
、
神
社
に
祀
ら
れ
る
こ
と
に
。

神
社
は
玉
取
神
社
と
呼
ば
れ
、
玉
取
と
い
う
地
名
も
こ
れ
に
ち
な
ん
で
付
け

ら
れ
た
と
か
。
水
石
は
朝
比
奈
川
の
上
流
の
水
源
地
に
祀
り
、
水
の
霊
を
鎮

め
て
洪
水
を
防
ご
う
と
し
た
と
い
う
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

住
民
の
方
に
聞
く
と
、
近
く
の
河
原
で
は
丸
い
石
が
よ
く
採
れ
、
こ
の
辺

り
で
は
玄
関
付
近
に
飾
っ
て
い
る
家
が
多
い
そ
う
で
す
。
そ
の
言
葉
ど
お
り
、

何
軒
か
の
お
宅
で
発
見
。
丸
い
石
は
可
愛
ら
し
く
も
神
秘
的
な
佇
ま
い
。
伝

説
が
日
常
に
息
づ
く
玉
取
地
区
で
し
た
。

公共施設の敷地の入り口に鎮座する
大きな丸石。

隣接する広場にも丸石が置かれて
います。

「七夕のそうめん」～平安時代から続く風習～
七夕にそうめんを食べると１年間無病息災で過ごせるといわれています。『年中行事秘抄』

＊

にはその由
来として中国の伝説が紹介されています。昔、高辛氏（古代中国の伝説上の帝）の子どもが７月７日に
死去し、鬼神となって熱病を流行させました。子どもの好
物である索餅（さくべい）を供えたところ熱病の流行がおさ
まり、七夕に索餅を食べれば病にかからないといわれるよ
うになったそうです。索餅は米粉と小麦粉をこねて縄の形
にしたもの。そうめんも小麦粉から作られることから、行
事食として定着しました。また、七夕は麦の収穫祭の意味
合いも持ち、そうめんが領主に献上されることもあったそ
うです。細く長い麺は天の川や織姫の織り糸に見立てられ
る点も、七夕にぴったりですね。
                           ＊平安時代における朝廷の年中行事について記した書物

年
中
行
事
と
食
べ
も
の

さいとう石材  宮城県加美郡加美町字中原 25-14  TEL:0229-67-3036

最近地震や災害が多く感じる今日この頃ですね。
そのような中でも皆必死で頑張っている人達がいる事に本当励まされ
勇気づけられます。なにか少しでも自分たちにできることはと考えプチ
募金からはじめてみました。
仕事の現場を移動しながら、この季節によく見かける山のふじの花に感
動したり、美味しいものに出会い癒され元気をもらい日々活力になって
います。

6 月   1 日（木） …衣替え
6 月 10 日（土） …時の記念日
6 月 11 日（日） …入梅
6 月 18 日（日） …父の日♥
6 月 21 日（水） …夏至
7月   7 日（金） …七夕
7 月 17 日（月） …海の日 

定
休
日

加美町本社      ：6 月  毎週土曜・日曜
                               7 月  第 1・3土曜・日曜・祝日
大崎市古川店：毎週木曜日・その他不定休あり

（来店の際はお電話いただけると幸いです。）


